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Case
• 78歳、男性

• 開業当初から 両親を往診 看取り
• 父 大腸がん 人工肛門 88歳天寿
• 母 気管支喘息（川崎公害喘息）96歳天寿

• 本人は、高血圧、脂質異常、耐糖能障害 肝障害GGTP>300
• 65歳会社定年後 健診は当院に定期的にうけるも、
• アルコール摂取については積極的に聴取していなかった

• 8年前から、アルコール次第に増加 ビール、日本酒 換算で70ｇ
• 血圧上昇 心房細動 記銘力障害 日常生活での失敗 失禁
• 奥様からの申告

• アルコール外来へ2年間定期受診 卒業
• 肝障害 耐糖能障害改善 日常生活での失敗はなくなった
• 高血圧 心房細動 はのこる



case

• 69歳男性

• 5年前からかかりつけ医

• 高血圧 痛風

• 特定健診含め US 血液データふくめて 肝障害ないが

• 飲酒量は 日本酒720ｍｌ ほぼ毎日 奥様の制止も聞かず

• 痛風発作がでるので、いやいや当院へくるが、、、

• 知人で同世のアルコール摂取者が認知症疑いとなり、不安で来
院するも、HSD29点

• 最近 近医アルコールセンターへ紹介



NEJM NEJM 2020 382



A Study of Safety and efficacy of 
anticoagulant therapy in the treatment of 
Atrial Fibrillation in Kanagawa （ASSAF-K）

心房細動における抗凝固療法の有効性安全性実態調査

神奈川県内科医学会 心臓血管病対策委員会

堺 浩之、 羽鳥 裕、 國島 友之、 三谷 和彦、 陳 勁一、 羽鳥 信郎、 佐藤 直樹



ASSAF-Kの目的

• 心房細動症例の治療実態を把握し、

経年的観察での病態変化、診療の変遷について検討

• 抗凝固薬治療による脳梗塞発症等を含む予後評価、

および脳出血等の合併症の発生率評価



研究のアウトライン ・データ登録

• 登録期間 2013年9月～2015年3月31日までに受診された患者を随時登録

• 調査 初回登録時、登録後１年、３年後

③専用ソフト ( 27.6 % )②Web登録 ( 17.1 % )①登録用紙 ( 55.2 % )



データ登録数と病型

登録数

病院 26 施設 2,500 例

クリニック 79 施設 1,514 例

合計 105 施設 4,014 例

除外症例

年齢不詳 4 例

性別不明 7 例

体重不明 114 例

Cr不明 42 例

解析対象数

2,364 例

1,483 例

3,847 例

心房細動

61.5 ％

発作性心房細動
過去2回以上

30.3 ％

発作性
心房細動
過去1回のみ

8.2 ％

病型



病院 ( n=2364) クリニック( n=1483 )

平均年齢 72.1 ± 10.3 歳 73.7 ± 9.7 歳 p < 0.0001

性別
男性 63.2 % 66.7 %

p = 0.026
女性 36.8 % 33.3 %

BMI (kg/m2) 23.4 ± 3.7 23.6 ± 3.5 ns

収縮期血圧(mmHg) 125.7 ± 17.5 127.8 ±13.9 p < 0.0001

拡張期血圧(mmHg) 72.5 ± 12.1 73.9 ±10.5 p < 0.0001

脈拍数( beats/min） 75.5 ± 21.5 73.1 ± 13.8 p < 0.0001

Cr (mg/dl) 1.01 ± 0.62 1.20 ± 1.71 p < 0.0001

CCr (ml/min) 67.0± 29.2 65.9 ± 27.5 ns

eGFR (ml/min) 59.5± 19.6 59.8 ±19.4 ns

患者背景 1



喫煙歴 病院 クリニック

なし 40.1 ％ 35.3%

禁煙 35.0 ％ 29.4%

喫煙継続 9.5 ％ 8.8%

不明 15.4％ 26.4%

p < 0.0001

飲酒歴 病院 クリニック

なし 53.0 ％ 57.7%

あり 32.5 ％ 31.4%

不明 14.5 ％ 10.9%

p = 0.001

既往歴 病院 クリニック

高血圧 55.2 ％ 67.8%

心不全 24.3 ％ 20.6%

糖尿病 19.5 ％ 21.4%

脳梗塞 12.7 ％ 15.2%

狭心症 9.1 ％ 9.0%

心筋梗塞 7.4 ％ 3.4%

悪性腫瘍 4.7 ％ 3.7%

甲状腺疾患 3.4 ％ 2.3%

末梢動脈疾患 2.4 ％ 2.1%

拡張型心筋症 2.7 ％ 1.2%

一過性脳虚血発作 1.2 ％ 3.5%

肥大型心筋症 2.0％ 1.1%

透析 0.4 ％ 3.1%

肝機能障害 1.4 ％ 1.3%

出血既往 1.2 ％ 1.0%

脳出血 0.97％ 1.3%

p < 0.0001

p = 0.004

ns

p = 0.03

ns

p < 0.0001

ns

ns

ns

p = 0.002

p < 0.0001

p = 0.04

p < 0.0001

ns

p = 0.039

ns

病院 n = 2364

クリニック n = 1483

PCI等 病院 クリニック

PCI 5.9% 18.4%

アブレーション 6.7% 4.3%

電気的除細動 1.01％ 0.9%

Maze手術 0.6 ％ 0.4%

薬物除細動 0.0 ％ 0.3%

P = 0.001

p < 0.0001

ns

ns

p = 0.035

患者背景２
抗凝固薬 病院 クリニック

ワルファリン 43.4 ％ 46.5%

ダビガトラン 17.3 ％ 11.5%

リバーロキサバン 15.1％ 14.8%

アピキサバン 4.3 ％ 2.2%

エドキサバン 0.0 ％ 0.1％ ns

ns

p < 0.0001

p < 0.0001

p = 0.033

抗血小板薬 病院 クリニック

アスピリン 19.7 ％ 16.5%

チクロピジン 1.3％ 0.9%

クロピドグレル 4.8 ％ 2.0%

シロスタゾール 1.0 ％ 1.6% ns

ns

p < 0.0001

p = 0.006

抗不整脈薬 病院 クリニック

ジギタリス 13.5 ％ 19.7%

β遮断薬 37.7 ％ 25.1%

Ca拮抗薬 12.2％ 10.4%

他抗不整脈薬 17.5 ％ 14.2%

p < 0.0001

p < 0.0001

p = 0.049

p = 0.004
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Case
• 85歳男性 重症心不全 アルコール心筋症

• 基礎疾患 高血圧 耐糖能障害 虚血性心疾患

• 真面目な技術者であったが、65歳退職後 焼酎などのアルコー
ル摂取量の増加

• 68歳 狭心症 にて STENT 3カ所

• その後、二回の虚血発作 心機能の低下 当初はEF＞50%で
あったが、次第に EF<40%となる

• アルコール摂取量の増加とともに、心機能低下

• 81歳で房室ブロック3度 CRT（心臓再同期）ペースメーカー

• 心不全増悪時に入院断酒 にて心不全軽快 退院後ふたたびア
アルコール摂取 6度の入退院を繰り返す



医事新報 4729 2014 解答 和泉徹先生









日本高血圧学会ガイドライン JSH2019より

























アメリカ糖尿病学会 2017／10





厚労省e-ヘルスネット

露木寛之つゆきひろゆき
独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター精神科

https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/contributors/a-tuyuki-hiroyuki


家光素行いえみつもとゆき
立命館大学スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科教授

家光素行いえみつもとゆき
立命館大学スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科教授

https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/contributors/s-iemitsu-motoyuki
https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/contributors/s-iemitsu-motoyuki


高齢者と飲酒



依存症対策全国センターより



日本医師会スポーツ医学委員会 健康スポーツ医の運動療法実践テキスト 2022．6 より



• オリヴァー・リード：グラディエーターの死

• ベテラン俳優オリバー・リードは、1999年に心臓発作で亡く
なったときリドリー・スコット監督と『グラディエーター』の
撮影中だった。報道によるとアルコール依存が死につながった
と言われており、『グラディエーター』の撮影が行われたマル
タ島バレッタのパブには、彼が注文したアルコール類のツケが
山のように残されていたという伝説がある。したたかに酔った
彼は水夫 5人に腕相撲を挑み、ホテルに帰って眠りについた
まま二度と目を覚ますことはなかった。



• 飲酒量と酒税収入の大幅減 国税庁 2022．6

• 国税庁の最近の発表によると、成人1人あたりの年間飲酒量は、
1995年度に100リットルだったが、2020年には75リットルに大
きく減っている。

• これに伴い、酒税収入も年々縮小している。1980年には国税収
入の5％を酒税が占めていたが、2020年にはわずか2％となって
いる。

• 日本の酒類市場の縮小について国税庁は、少子高齢化と、新型
コロナウイルスの流行の影響を受けたライフスタイルの変化が
背景にあるとしている。



• 日本の若い世代は親の世代に比べ、アルコールを飲まなくなっている。その結
果、国の酒税収入が減っている。

• 危機感を覚えた国税庁は、全国規模のコンテストを企画。酒離れの流れを一変
させるアイデアを募っている。

• 書類審査経て11月に本選

• 「サケビバ！」と名付けられたこのコンテストは、20～39歳を対象に、同世
代のアルコール需要を喚起する妙案を募集している。日本酒、焼酎、ウイス
キー、ビール、ワインなど、種類は問わない。

• 例として、若年層向けの新たなプロモーション手法や、人工知能（AI）を使っ
た販売手法などのプランを挙げている。

• 募集は7月に開始しており、9月9日まで続ける。書類審査と、専門家と共同で
のブラッシュアップを経て、11月にコンテスト本選を開催する。

• 日本のメディアによると、反応はさまざまだ。不健康な習慣を助長すると批判
する人がいる一方、一風変わったアイデアをインターネットで公表する人も。
そうしたアイデアの中には、有名女優がオンラインのクラブでバーチャルホス
テスを「演じる」というものもある。







Take home messages キースライド
• 減酒すべきひと

• 健康な人の生活習慣病予防には 少量の摂取はよい
• Jカーブはありそう

• 持続的なアルコール摂取は、高血圧をおこす

• 断酒すべき人
• 心房細動再発予防には、断酒を

• 大きな脳梗塞予防のためDOAC服用が必要

• 心不全 stageCでは 断酒を

• 特定健診問診 後期高齢者も アルコール摂取は聞くべきではないのか？


